
農環研ニュース

　茨城県のものづくり産業の実力を広くPRし、県内
の中小企業に新たなビジネスチャンスを創出するこ
とを趣旨とした「いばらき産業大県フェア2008 〜も
のづくりと知の集積産業大県いばらき〜」が7月30
日（水）、31日（木）の両日、東京ビッグサイトで開催
されました。広さ約90×90mの会場に、県内の企業、
大学、研究機関など229の団体のブースが設けられ、
ものづくりと知の集積のPRが行われていました。天
気にも恵まれたため、2日間で13,000人におよぶ方々
が来場され、各ブースの展示物を熱心にご覧になり、
商談に花を咲かせていました。
　当研究所は、3×3mのブースで、「もみ殻成形炭の
効果」、「微生物のプラスチック分解」、「低コストでよ
り安全な新しい土壌消毒法」に関する研究成果をパネ
ルで展示したほか、パンフレットやDVDをつかって
最新の研究成果の紹介をしました。当ブースにも、県、
研究機関、農業関係企業、NPO法人、大学など43団

体の方がいらっしゃり、研究成果や知的財産に関して
有意義な議論を行ない、今後の共同研究につながる情
報も得ることができました。

（連携推進室長　鳥谷 均）
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つくばエキスポセンター特別展「ちいさな地球」で講演

（広報情報室　広報グループ）

　8月2日（土）、3日（日）、つくばエキスポセンター
（つくば市吾妻）で、鳥谷均連携推進室長、小野信一
土壌環境研究領域長が家族連れを対象にイネと土に
ついての講演を行いました。これは、つくばエキスポ
センターが開催する特別展「ちいさな地球」の関連イ
ベントとして行われたもので、参加した人たちは実験・
観察・クイズを交えた講演を楽しんでいました。

「赤外線放射温度計でイネの体温をはかってみよう」
8月2日（土）鳥谷室長

　ポット栽培のイネの葉や水で湿らせた素焼きタイ
ルの温度を赤外線放射温度計で測ってみたり、乾燥度
試験紙をイネや腕に貼ってみたりと、盛りだくさんの
実験を通して蒸散という現象を理解させる講演でし

た。子ども達はイネの葉も人と同じように汗をかいて
いること、汗をかくと温度が低くなることなどを実感
していました。

「私たちの食べ物を作る大切な＜土＞のお話」
8月3日（日）小野領域長

　土に触れて匂いを嗅いだり、イネの根を見たりと、
観察やクイズからイネの生育に土が大切であること
を教える講演でした。ひとつぶの米から千粒もの米が
収穫できることには会場から驚きの声があがりまし
た。最後に、私たちが毎日食べているものはみんな土
の養分からできているという説明に多くの参加者が
うなずいていました。
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乾燥度試験紙でイネの蒸散を確認する（8月2日） 元気に手をあげてクイズに答える（8月3日）


